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震源断層の⾛向⽅向から⾒た余震分布

⽇本海形成時の地殻構造を反映

余震分布（深部）と反射法地震探査
（2-4km以浅）から求めた断層形状

全体は南傾斜60゜
（通常の正断層の⾓度）

佐藤ほか（2007）

2007年能登半島地震の震源断層

酒井ほか（2007）
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能登半島東⽅沖の地殻構造探査断⾯

NE-SW〜ENE-WSE⽅向の⽇本海形成期の正断層が、その
後の短縮変形により、横ずれ成分を有する逆断層として活
動。

上: P波速度構造 下: 反射法地震探査断⾯ Ishiyama et al. (2017)

V:H=1:1
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断層NT5

H1測線の反射法地震探査断⾯と解釈 (⽇本海PJ成果報告書H25)
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V:H=1:1

NT5

4



IBB: 反転した背弧リフト境界（IBB: Inverted backarc-
rift boundary）背弧の⼤陸地殻内に形成されたリフト境界
IF: 反転した⼤陸地殻内断層(Inverted fault in the 
stretched continental crust)

能登半島周辺の震源断層の矩形モデル

⽇本海地震・津波調査プロジェクトによる https://www.eri.u-tokyo.ac.jp/project/Japan_Sea/JSR2Report/15_R2JSPJ-C2.2.5.1.pdf5



背弧リフティングで形成される基本的な構造

正断層で境されるドミノブロックと延性-脆性境界に形成されるデタッチメント
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地殻の弾性波速度は
Matsubara and Obara (2011)
による

本州中央部の⽇本海拡⼤期の中絶リフトの分布と構造

松代

珠洲

佐藤（2013）

佐藤（2014）
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産業技術総合研究所地質調査総合セン
ター・地質図Naviによる

能登半島東部の地殻構造概念図
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・領域S（東北⼤資料）の地震活動は
中絶リフト境界断層の深部延⻑付近で
発⽣

・⾼精度震源分布によるNE-SW⾛向で
南東傾斜の⾯は、断層の深部形状とし
て推定するものより、低⾓度。

→浅部延⻑は、既知の断層（NT5）と
は⼀致しない

→リフト期の延性-脆性境界・リスト
リックな断層の深部?

↓
流体が移動しやすく、境界⾯（断層
⾯）でのすべりを促進
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上部マントル・下部地殻中の流体
（層状・結晶粒界）

中絶リフト境界の物質境界に沿って
地殻中部に到達

リフト期のデタッチメントに沿って
流⼊・断層強度の低下によるゆっく

り滑り

低圧なより浅部の断裂に侵⼊→地震

⼤規模な震源断層に到達するとトリ
ガーとして作⽤する可能性がある仮説のまとめ
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